
新名神高速道路

城陽JCT・IC 宇治田原IC

城陽市役所

長 池

茶 園

茶 園

茶 園

茶 園

寺 田

（仮称)

城陽スマートインター

（仮称)

久津川

城 陽

近
鉄
京
都
線

Ｊ
Ｒ
奈
良
線

山城青谷 国道307号
バイパス

東部丘陵線

宇治木津線
（構想路線）

山城大橋
至 奈良

至 滋賀
至 大阪

至 京都

富野荘

京奈和
自動車道

木津川

24

24

307

24
サンガタウン

鴻ノ巣山運動公園

木津川
運動公園

文化パルク
城陽

もりた園

五里五里市

三隆屋
香岳園製茶

玉宗園

ふたば
水度神社

城陽旬菜市直売所

鴨谷の滝

鴻ノ巣山

芳香園

松屋
OHSHIMA

碧翆園

有田三翆園

シュクル

摘翠園

若松

城洋園与楽

荒見神社

宇治・久御山

京田辺・井手・木津川

宇治田原

八 幡

流れ橋と両岸
上津屋・浜台
の「浜茶」 ●新名神高速道路

・城陽―八幡京田辺間 開通（平成29年）
・大津ー城陽間全線供用開始（平成36年）
・インターチェンジ直結の新市街地、
  東部丘陵地に多様な都市機能が集積。
●JR奈良線の複線化

城陽マップ

１

１

24

163

163

307

京 都

滋 賀

大 阪

大山崎JCT

東海
道本
線

ＪＲ
学研
都市
線

第二
京阪
道路

名神
高速
道路

京滋バイパス

京都南IC

巨椋IC

寺田

久津川

京都

富野荘

宇治

長池

木津

奈良
奈良

西大寺
近鉄奈良線

至 大阪

至 大阪

至 大阪

至 大阪

山城青谷

ＪＲ関西本線

城陽城陽

至 滋賀

至 滋賀

至 三重

久御山IC

近
鉄
京
都
線

Ｊ
Ｒ
奈
良
線

京
奈
和
自
動
車
道

城陽SIC

宇治田原IC

奈 良奈 良

広域地図

（
仮
称
）

（仮称）

城陽JCT・IC

八幡京田辺JCT・IC

碾茶［tencha］
茶農家が収穫後すぐに蒸して乾燥
さ せ た 茶 葉 を「 荒 茶 」と い い ま す。
こ の 荒 茶 の 茎 や 葉 脈 な ど を 取 り 
除いてさらに乾燥させた「碾茶」を石臼
で挽くと「抹茶」になります。

碾て

ん

ち

ゃ茶・抹
茶
　
日
本
一
の
城
陽

　

平
成
29
年
９
月
に
長
崎
県
で
開

催
さ
れ
た
第
71
回
全
国
茶
品
評
会

の
て
ん
茶
の
部
に
お
い
て
、
城
陽

市
が
「
産
地
賞
」、
市
内
の
茶
農

家
の
菊
岡
政
次
氏
が
「
農
林
水
産

大
臣
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

　

城
陽
市
の
産
地
賞
受
賞
は
、
平

成
元
年
以
降
２
年
ぶ
り
４
回
目
で
、

ま
た
市
内
の
茶
農
家
が
農
林
水
産

大
臣
賞
を
受
賞
す
る
の
は
10
回
目

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
城
陽
市
で

は
市
内
の
茶
農
家
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
に
よ
り
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
味
と
品
質
を
誇
る
碾て
ん
ち
ゃ茶
が
栽
培

さ
れ
て
お
り
、
高
級
抹
茶
の
原
料

に
な
っ
て
い
ま
す
。

［編集・発行］城陽市まちづくり活性部 商工観光課 
 ☎ 0774-56-4018　城陽市寺田東ノ口16番地、17番地

最
高
峰
の
碾て

ん
ち
ゃ茶

・
抹
茶
の
ま
ち
城
陽

　

全
国
茶
品
評
会
で
１
等
１
席
の
農
林
水
産

大
臣
賞
を
何
度
も
受
賞
し
た
碾て
ん
ち
ゃ茶
が
、
城
陽

市
内
の
茶
園
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
一
の
宇
治
茶
が
、
ど
ん
な
と
こ
ろ

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
？
」
と
城
陽
市
内
を

散
策
し
て
も
、
あ
ま
り
茶
畑
を
見
か
け
ま
せ

ん
。
実
は
城
陽
市
に
あ
る
茶
園
は
、
木
津
川

沿
い
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の

大
半
が
河
川
敷
の
中
に
あ
る
た
め
、
堤
防
の

せ
い
で
茶
園
が
見
え
に
く
く
、
そ
の
存
在
に

気
づ
か
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

春
に
な
る
と
約
３
０
０
本
の
桜
が
満
開
に

な
る
「
桜
づ
つ
み
寺
田
緑
地
」
の
あ
た
り
か
ら

下
流
に
か
け
て
、
鮮
や
か
な
緑
の
茶
畑
が
広

が
り
、
中
景
に
は
「
流
れ
橋
」
で
知
ら
れ
る

上
津
屋
橋
、
さ
ら
に
遠
く
に
天
王
山
か
ら
愛

宕
山
に
か
け
て
の
峰
々
が
霞
ん
で
見
え
ま
す
。

　

こ
の
風
景
は
、
平
成
27
年
度
に
京
都
府
景

観
資
産
登
録
地
区
に
登
録
さ
れ
、
さ
ら
に

「
流
れ
橋
と
両
岸
上
津
屋
・
浜
台
の「
浜
茶
」」

が
「
日
本
茶
８
０
０
年
の
歴
史
散
歩
」
の
ひ

と
つ
と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
気
の
良
い
日
に
は
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
、
堤
防
沿
い
を
散
歩
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
、
思
い
お
も
い
に
過
ご

す
方
で
賑
わ
い
ま
す
。

受賞の喜びを市長に報告する城陽市茶生産組合の皆さま

　

抹
茶
は
世
界
で
ブ
ー
ム
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。「
孫
右
エ
門
」
で
は
、
手
摘
み
の
碾て
ん
ち
ゃ茶
茶

園
の
見
学
、
碾て
ん
ち
ゃ茶

工
場
の
見
学
、
そ
の
後
、
希

少
な
最
高
級
ほ
ん
ず
抹
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
効

能
の
話
や
美
味
し
い
お
茶
の
入
れ
方
な
ど
お
茶

の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

世
界
で
ブ
ー
ム
に
な
り
つ
つ
あ
る

〝
抹
茶
〟茶
園
や
工
場
で
お
茶〝
抹
茶
〟を
知
る

［注意事項］※服装は問いません。※お支払いは
オンラインショップにてクレジットカード決済のみ。
※当日、希望があれば指定の時間に近鉄 富野荘
駅から送迎可。

0774-52-3232TEL.

〈連絡先〉 株式会社孫右ヱ門

碾
て ん ち ゃ

茶茶園見学１ 碾
て ん ち ゃ

茶工場見学２ 最高級ほんず抹茶３

●お時間：約 2 時間 30 分（AM9 時 30 分〜） 
●最小催行人数 1 名様より
●通訳の方を必要とする場合、一人につき　
　4,320 円を追加。

〈料金〉6,480円 （お一人様・税込）
最小催行人数1名様より

※表紙写真
　の茶園

※中面写真
　の茶園

阪 神高速 8号京都 線から第二京阪、 
新名神高速道路経由で城陽JCT・IC下車

東名阪自動車道、新名神高速道路
経由で京滋バイパス巨椋IC下車、
24号線を南へ

阪神高速4号湾岸線、近畿自動車道、
第二京阪道路、新名神高速道路経由で
城陽JCT・IC下車

京奈和自動車道
城陽JCT・IC下車

京都
から
約30分

名古屋
から

約100分

奈良
から
約30分

関空
から

関西国際空港

約70分

お車でのアクセス

城陽市までのアクセス

[Ｊ Ｒ] 京都駅～城陽駅  
[近鉄] 京都駅～寺田駅  

約20分
約20分

京都
から

[Ｊ Ｒ] 大阪駅～京都駅～城陽駅
[近鉄] 大阪難波駅～大和西大寺駅
　　   ～新田辺駅～寺田駅

約60分

約60分

大阪
から

[Ｊ Ｒ] 奈良駅～城陽駅
[近鉄] 奈良駅～寺田駅

約25分
約30分

奈良
から

お茶の京都玄関口
城 陽

てん やち陽城
京都



もりた園の高級宇治抹茶
を贅沢に練り込んだ茶団子。

宇治抹茶の香りと旨味を団子の
甘さが引き立て、ついもう一本と
あと引く美味しさ。毎日手作りで

地方発送もでき、お土産にもおすすめ。

城洋園松 屋 茶 舗御菓子司

城陽市平川指月76-1 
☎ 0774-52-2130

城陽市長池北清水27
☎ 0774-52-0031

￥65（１本・税別）

開 ９:00〜19:30 開　９:00〜18:00 
（アル・プラザ城陽店〜21：00） 休 日曜
休 火曜

結
ゆ い

￥1,836（税込）濃茶バターケーキ 茶団子

　宇治抹茶をたっぷり使った生地に自家製のわらび餅、モンドセレ
クション金賞の小豆、生クリームを巻いた人気のロール。季節限定
で抹茶ケーキや城陽のイチジクケーキなどが並び、こちらもぜひ。

￥1,296（税込）抹茶わらびロール
シュクル
アンプレシオン ガトー

城陽市富野南清水61-6 
☎ 0774-27-6774
開　10:00〜18:00 

（アル・プラザ城陽店〜21：00）
休 月曜・アルプラ店は不定休

長池
ＪＲ奈良線

シュクル城陽
荒見田

24

長池

N
アル・プラザ
城陽

城洋園
N

久津川 近鉄京都線

府道69号

ＪＲ奈良線

長池
ＪＲ奈良線

松屋城陽
荒見田 24

長池

N
アル・プラザ
城陽

￥140（税込）

若 松梅匠庵

城陽市市辺五島７- ４
☎ 0774-52-7740
開 ９:00〜19:00 
休 月曜

茶人好み

N

Ｊ
Ｒ
奈
良
線

山城
青谷

若松

24

　宇治抹茶の白餡をしっとりした外皮
で包んだ焼き菓子。一口ほおばると、
餡がほろほろと崩れて口の中で溶け出
し、抹茶の香りと餡の旨味が広がる。
繊細で上品でありながら、しっかりと
満足させてくれるお饅頭だ。

ス
イ
ー
ツ

特
集

城
陽
抹
茶

城
陽
で
営

業
す
る
和

洋
菓
子
店

の
宇
治
抹
茶
の
お
菓
子
を

集
め
ま
し
た
。
あ
な
た
が

気
に
な
る
お
菓
子
が
み
つ

か
り
ま
す
よ
う
に
。

与 楽京菓子司

三隆屋京菓子司

城陽市平川中道表23-18 
☎ 0774-54-2482

城陽市枇杷庄島の宮34-87 
☎ 0774-52-0955

開 ９:00〜19:00
休 年中無休

（不定期の休み有り）

開 ８:00〜19:30 
休 火曜（祝日は営業）

与楽

N

久津川

京都銀行

近鉄京都線

府道69号

三隆屋

N

富野荘

郵便局

近鉄京都線

　高級宇治抹茶を練り込
んだ餅で、小豆餡を包ん
で一口サイズに。きなこ
の香ばしさと抹茶の旨味
がひとつになった粉が贅
沢にかかっている。全国
菓子大博覧会で中小企業
庁長官賞を受賞した銘菓。

　おうす（抹茶）、ミルク、
キャラメル、ラズベリー
などの手作りジェラート
を温かいブリオッシュで
挟んで楽しむ。抹茶は
人気でシングルかバニ
ラとのダブルがおすす
め。パン生地が美味し
いのもベーカリーなら
では。

　白小豆と白金時に宇治抹茶を贅沢に練り込
んだ餡を、しっとりした抹茶生地でサンドし
た焼菓子。口どけがなめらかなので、食べ進
むほど生地と餡がひとつになって、抹茶の旨
味と香りを楽しめる。抹茶づくしの逸品。

￥170（税別）

宇治の

茶々餅

OHSHIMA
PIE & SANDWICH

城陽市長池河原30-8 
☎ 0774-26-3338

ふたば

N

寺田

コンビニ

近鉄京都線

24

長池
ＪＲ奈良線

OHSHIMA

城陽
荒見田 24

長池 N

アル・プラザ
城陽

開 7:00〜16:00（平日）　
8:00〜16:00（土日祝）

ふたば
御生菓子司

城陽市寺田樋尻69-72 
☎ 0774-52-5248
開 ９:00〜19:30 
休 月曜（祝日は翌日）

休 火曜・水曜

￥206（税込）

￥180（税込）

シングル￥486（税込）
ダブル￥702（税込）

抹茶生どら

抹茶ブッセ ブリオッシュ
コン

ジェラート

　高級宇治抹茶、粒餡を合わせた特
製生クリームを抹茶入りの生地
で挟んだ贅沢な生どら焼き。
抹茶が濃くて、餡とク
リームの甘さを引き
立てて美味。作り
置 き せ ず、 個 数
限定なので来店
前に確認したい。

　もりた園の日本一の茶鑑定士厳
選の高級宇治抹茶を贅沢に使用。
バターやクリームの美味しさを感
じながら、濃茶の香りも味も堪能
できる。濃茶のバームクーヘンや
フィナンシェも一緒に楽しみたい。

　

城
陽
市
で
茶
の
栽
培
が
い
つ
頃
か
ら
始

ま
っ
た
か
を
記
す
資
料
は
残
っ
て
い
ま
せ

ん
。
全
国
で
茶
の
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
た

室
町
時
代
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

城
陽
市
を
流
れ
る
木
津
川
は
、
古
来
か

ら
水
上
交
通
が
盛
ん
で
、
主
要
な
村
に
は

浜
が
設
け
ら
れ
、
年
貢
米
や
農
産
物
、
都

か
ら
の
品
物
な
ど
が
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
様
子
か
ら
想
像
で
き
な
い
ほ
ど

水
量
が
あ
っ
た
木
津
川
は
、
大
雨
に
な
る

と
洪
水
を
起
こ
し
、
城
陽
の
人
々
を
苦
し

め
て
き
ま
し
た
。

茶
の
栽
培
も
流
通
も

木
津
川
が
土
壌
を
つ
く
っ
た

　

城
陽
市
富
野
の
あ
た
り
で
木
津
川
と
支

流
の
長
谷
川
が
合
流
し
、
こ
こ
か
ら
下
流

に
向
け
て
、
本
堤
防
を
守
る
た
め
に
築
か

れ
た「
尾お
な
し
つ
つ
み

無
堤
」と
い
う
堤
防
が
あ
り
ま
す
。

　

洪
水
で
尾
無
堤
が
流
さ
れ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
絵
図
（
年
代
不
詳
）
が
残
っ

て
お
り
、
絵
図
の
尾
無
堤
と
本
堤
防
の
間

に
「
右
本
田
高
茶
薗
畑
」
と
記
述
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
区
域
は
「
浜
台
」
と
呼
ば
れ
、
洪

水
に
な
る
と
水
に
浸
か
り
ま
し
た
。
茶
の

木
は
水
に
強
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
浜

台
で
茶
が
栽
培
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
水
が
引
く
と
茶
園
に
は
「
ニ
コ
」
と

呼
ば
れ
る
養
分
の
多
い
泥
が
残
り
ま
し
た
。

こ
の
泥
が
茶
の
木
を
育
て
、
美
味
し
い
茶
が

で
き
た
こ
と
で
、
城
陽
で
茶
の
栽
培
が
続
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

木
津
川
の
河
川
敷
に
あ
る
浜
台
は
、
上

流
に
竹
林
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
洪
水

の
と
き
に
竹
林
が
水
流
の
直
撃
を
防
い
で

茶
の
木
を
守
り
、
新
茶
の
茶
葉
を
直
射
日

光
か
ら
守
る
本
簀
を
作
る
と
き
の
材
料
に

も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
合
理
的
に
植
え
ら
れ
た
竹
や
ぶ
は
、

も
し
か
す
る
と
、
尾
無
堤
を
真
似
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
の
先
達
は
、
木
津
川
の
多
く
の

恩
恵
を
受
け
な
が
ら
、
水
害
の
被
害
を
抑

え
る
よ
う
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

様
々
な
努
力
と
、
日
々
の
積
み
重
ね
が
、

城
陽
市
を
日
本
一
の
宇
治
茶
・
碾て
ん
ち
ゃ茶

の
産

地
に
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　城陽の抹茶や美味しいお茶を味わっ
てもらい、茶文化を広めるため、茶生
産組合、茶業青年団、茶華道連盟で
実行委員会を組織し、毎年 10 月第 3
日曜に荒見神社で開催しています。
　一番茶が入った茶壷から碾

てんちゃ

茶を取
り出す「口切りの儀」、石臼で抹茶を
つくり、お点前を披露して神様に奉納
する「献茶式」を行い、まつりが始
まります。茶席で
はお点前が披露さ
れ、抹茶や煎茶の
入れ方教室、お茶
の展示販売、茶そ
ば・茶うどん・和
洋菓子の販売もあ
り、多くの方で賑
わいます。

尾
無
堤
か
ら
学
ん
だ
？

木
津
川
の
茶
園
の
竹
や
ぶ

抹
茶
を
買
う

青線…木津川本堤防／赤線…尾無堤／黄色線…近鉄京都線

　11月８日を「じょうようお茶の日」に
定め、心和む抹茶ふれあい体験など 
を行い、抹茶の消費拡大や「最高峰の
碾茶・抹茶のまち城陽」の PR に努め
ています。

じょうようお茶の日

↑
赤
線
部
分
に
「
右
本
田
高
茶
薗
畑
」と
記
さ
れ
て
い
る

洪
水
か
ら
守
り
、
洪
水
の

恩
恵
を
得
た
尾
無
堤

城陽茶まつり

木
津
川
が
育
ん
だ
日
本
一
の
城
陽
の
碾て

ん

ち

ゃ茶

※歴史的文献や資料に基づき、本項では「浜台」と表記しています。　城陽市歴史民俗資料館 監修

茶まつりで行われる
「口切りの儀」

　
「
茶
師
」
と
い
う
職
業
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？　

茶
葉
の

特
徴
を
見
極
め
て
選
び
出
し
た

茶
葉
を
合
組
（
ブ
レ
ン
ド
）
す

る
こ
と
で
、
独
自
の
味
、
香
り
、

色
を
作
り
出
す
、
茶
づ
く
り
の

指
揮
者
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

　

城
陽
市
に
は
茶
審
査
技
術

九
段
を
持
つ
、
日
本
一
の
茶
鑑

定
士
、
も
り
た
園
の
森
田
治
秀

氏
な
ど
が
お
ら
れ
、
ま
た
、
多

く
の
茶
問
屋
や
製
茶
会
社
が

あ
り
、
茶
師
の
方
は
最
高
の
宇

治
抹
茶
を
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

碾
茶
は
栽
培
さ
れ
た
環
境
や
茶

農
家
の
方
の
思
い
に
よ
っ
て
色

が
鮮
や
か
な
も
の
、
香
り
が
良

い
も
の
、
味
わ
い
に
コ
ク
が
あ

る
も
の
な
ど
、
個
性
が
異
な
る

た
め
、
い
か
に
し
て
個
々
の
良

さ
を
引
き
出
し
て
ま
と
め
る
か

が
、
茶
師
の
腕
の
見
せ
所
で
す
。

　

抹
茶
の
ス
イ
ー
ツ
や
和
洋
菓

子
が
人
気
で
す
が
、
み
な
さ
ん

は
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
ど

れ
ぐ
ら
い
抹
茶
を
飲
ま
れ
て
い

ま
す
か
。

　

城
陽
市
に
あ
る
茶
問
屋
や
製

茶
会
社
で
は
、
自
社
の
茶
商
品

を
作
り
、
小
売
り
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
通
信
販
売
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
気

軽
に
買
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

抹
茶
を
自
由
に
楽
し
み
な
が

ら
、
美
味
し
く
味
わ
っ
て
み
て
、

自
分
の
好
み
の
も
の
を
見
つ
け

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

抹
茶
を
い
た
だ
く
素
敵
な
時

間
が
、
心
に
ゆ
と
り
や
寛
ぎ
を

与
え
て
く
れ
、
日
々
の
暮
ら
し

が
豊
か
に
な
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。


